dsPICの

UNIVERSAL ASYNCHRONOUS RECEIVER TRANSMITTER (UART) MODULE
の日本語解説

18.1 概要

UARTの特徴

・8か9bitのデータ通信

・8bitデータにパリティ付加可能

・1または2のストップビット

・16ビット分周期による自由なボーレート設定

・ボーレートの幅は動作速度30MHzのとき38bpsから1.875Mbps

・4wordの送受信バッファ(5つ連続で送受信可能の意)

・パリティ、フレーミング、オーバーランエラー設定

・アドレス設定の時のみにおける割り込みに対応

・送信と受信の割り込みは区別されている
・診断のためのループバックモードに対応

18.2 UARTの許可と設定
18.2.1 UARTの許可

UARTモジュールはUxMODEレジスタ(x=1,2)のUARTENビットの設定で有効化できる。一度有効化すると、UxTX端子とUxRX端子は出力、入力に設定され、TRISレジスタとLATレジスタがI/Oポート端子にあうように設定されるようになる。UxTX端子は何も送信しない時1となる。
18.2.2 UARTの禁止
UARTモジュールはUxMODEレジスタのUARTENビットをクリア(0)にすることで禁止できる。これはリセットの後の標準状態である(リセットの後ではUARTモジュールは無効になる)。もしUARTモジュールを禁止すると、I/Oポートの端子はLATレジスタとTRISレジスタで制御される。

UARTを禁止するとバッファをリセットして空の状態にする。バッファの文字は失われ、ボーレートカウンターもリセットされる。

モジュールを禁止するとUARTモジュールに関連したエラーやステータスフラグはリセットされる。
